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学 会 だ よ り
(1)教育学部関係の人事異動についてご報告いたします｡本年4月1日付をもって､附属小
学校の片山蹄夫先生年は岡山市立妹尾小学校にご転出なさいましたOその代わりに､赤磐郡熊
山町立桜が丘小学校から鈴木隆幸先生 (平成5年卒)が附属小学校にご着任なさいました｡
(2) ｢小学校井数学力診断桐査会｣は､全ての領域の調査 ･分析を終え､授業改善の試みを
積極的に行っており､本年8月に岡山県で開催される中.四国数学教育研究大会に向けて､報
告集の作成に逓過しておりますO
(3)附属中学校の大月一泰先生は 『多様な考え方を生かす数学の授業- ｢三平方の定理｣の
指導を通して-』の研究眉目で､附属中学校の平野圭一先生 (昭和60年卒)は 『数学的清Ib
を取り入れた授業のあり方-グラフ電卓を取り入れた授業を通して-』の研究題目で､赤磐郡
山陽町立山陽北小学校の鈴木里美先生 (平成7年卒)は 『｢算数的活動｣を生かした算数の授
業づくり -ゲームを取り入れた ｢7の合成 ･分解｣の指導を通して-』の研究庸目で､岡山
県教育弘済会から研究助成を受けられました｡おめでとうございます｡なお､大月先生と平野
先生の研究成果は､学会だよりに報告として春満していただきました｡鈴木先生の研究は､豊
かな数感覚を育てるという観点から､発展させて胎文にまとめて発表していただきました｡あ
りがとうございました｡
(4)第9回敷詰会を平成 13年10月27日 (土)に､教育学部謙義棟1階5101号教室
で行いました｡今回は ｢新学習指導要領に準拠した評価規準､評価方法等について｣の表唐の
もと､黒崎東洋郎先生 (昭和49年卒)が全体的な話を､続いて深井文雄先生 (昭和53年
辛)が小学校の場合の話を､平野圭一先生 (昭和60年卒)が中学校の場合の話をして下さい
ました｡内容の概略については後出の故許会報告をご覧ください｡
(5)岡山市立岡山後楽館高等学校の末席 聡先生 (平成2年卒)に､第83回全国算数 ･数
学教育研究(埼玉)大会に参加された報告を寄稿していただきましたOありがとうございました｡
(6)岡山県立蒜山高等学校の加藤快一先生 (平成8年修了)に､第34回中国 ･四国算数 ･
数学教育研究(高知)大会に参加された報告を寄稿して頂きました｡ありがとうございました｡
(7)次の4名の方々が本学会に新しくご入会なさいました｡敬称は省略させていただきます｡
佐藤 学 (奈良教育大学大学院生)､大本琢也 (大学院生､数学教育専攻)､平安名薫 (大学
院生､数学教育専攻)､園井大介 (岡山市立石井小学校)o
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第 9回談話会について
第 9回談話会を平成 13年 10月 27日(土)に,岡山大学教育学部の講義棟 1階 5101号
教室で行いましたC今回は,は じめに ｢算数 ･数学の学力に関わる指帝と評価｣と題 して,岡
山大学教育学部の男崎東洋郎先生の全体的な話があ り質疑応答の後,続いて,小学校の方か
ら ｢新学習指導要領に準拠 した評価規準 とその評価方法 一小学校算数科における評価方法
の提案- ｣と題 して,岡山大学教育学部附属小学校の深井文雄先生の発表及び質疑応答を
行いました｡3番目'に中学校の方から ｢数学科観点別評価の改訂のポイント｣と題 して,岡
山大学数奇学部附属中学校の平野圭一先生の発表及び質疑応答を行いました｡
以下,黒崎東洋郎先生,深井文雄先生,平野圭一先生の先生方の発表及び質疑応答等につ
いて簡単にご報告いたしますC
◆黒崎東洋郎先生 (岡山大学教育学部)
01 算数 ･数学の学力と評価
(1)算数 ･数学の学力低下の危傾
(2)算数 ･数学の学力と評価の観点
2 算数 ･数学の評価の重要性の高まりと意義 ･役割
(1)算数 ･数学の基礎的 ･基本的学力の保持
(2)算数 ･数学の系統学習の成立
(3)児童生徒の自己実現
(4)責任説明と授業改蕃
3 ｢絶対評価｣重視の意図と算数数学の授業
(I) ｢絶対評価｣重視の高まりとその意図
(2)算数数学の授業改善
4 ｢絶対評価｣重視の意図実現の急務の課題
(1)信頼性のある評価目標 と評価規準の設定
(2)信頼性 ･妥当性のある評価方法の開発
の発表で した｡質疑応答では,評価時期について,なせ学力が低下 したか,最低ラインなの
で上を,見方や考え方について等の話題が出て,話 し合いがなされました｡
◆ 深井文雄先生 (岡山大学教育学部附属小学校)
01 新学習指導要領に準拠 した評価規準
(I) ｢相対評価｣から ｢絶対評価｣へ
(2)共通の ｢評価規準｣
2 評価方法の工夫
(1)単元ごとの評価計画
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(2)第6学年 ｢分数のかけ算｣での評価計画
(3)評価基準蓑を作成する
(4)単元を通 しての評価をする
の発表で した.質疑応答では,発表のような規準から具体的で分かりやすいものがこれから
どんどん欲 しい,これを発展させて欲 しいという意見や,～以上はAというような数量的に
評価するのはだめで,発表のようにAはなしということもありうるという意見,また,4つ
の観点評価と評定の関係についての質疑応答などがなされました｡
◆ 平野圭一先生 (岡山大学教育学部附属中学校)
01 評価について
(1)学習の評価,生徒にとっての評価
(2)これからの評価の基本的な考え方
(3)評価の信頼性
(4)評価方法の工夫改善
2 数学科観点別評価の改訂のポイント
(1)改訂のポイント
(2)観点別学習状況の評価の観点
(3)観点の題旨
(4)指導と評価は一体
の発表でしたO質疑応答では,具体的な問題で ｢多角形の内角の和｣の例が中心となりまし
た｡｢ねらい｣と ｢考えを表現できること｣との関係の話から,苔を出すことのみに陥 りやす
いこと,小学校の推論から中学校での論理的な証明になることなどの話がなされましたCさ
らに,いつも話題にのぼる ｢見方や考え方｣と ｢表現 ･処理｣の遣いについて活発で,多く
の意見が出されました｡
(幹事 大月-秦,平野圭一)
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